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 さらに 1980 年代になると、「女踊り」のある名手の考案により、フォーメーションの工夫
が図られた。踊り手の舞台上での立ち位置、移動の軌跡、タイミングを、足運びの方向と歩数
から決定し、あるフォーメーションから次のフォーメーションへと整然と移動する手法であ
り、マーチングバンドのフォーメーションにヒントを得たとのことである。この手法が他の連
に広まり、現在のような統一的群舞が確立したことを、当事者へのインタビューと文献資料か
ら明らかにした。 
 この３点の変容の要因は、先に記した要因の他に、「阿波おどり」の各連が一堂に会し演舞
することで、観客に各連を比較する視点が形成されたこと、コンクールや選抜大会の実施によ
り、技量の優劣や独自性が審査されるため演じ手に競争意識が醸成されたこと等もあると推察
する。 
 
５ 論文の特質 
 本論文は、著者が博士前期課程入学時より７年間、継続して取り組んできたテーマである。 
「阿波おどり」の芸態、とりわけ舞踊に着目し、それが観光政策やメディアの発達等の影響を
受け変容したプロセスを構築主義の立場から丁寧に論じている。 
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もともと自由な乱舞と称されていた踊りが、「様式化」「統一化」「本格的なフォーメーション
の導入」へと意図的・創造的に展開してきた過程を、文献調査・フィールド調査・「NHK 番組
アーカイブス学術利用トライアル」採択による映像資料の分析に基づき実証的に考察している。 
 従来、民俗舞踊および民俗芸能の研究は、信仰や宗教との関わりや、伴奏音楽の特性、当事
者の舞踊・芸能にみるアイデンティティの問題など、民俗学、人類学、音楽学の領域に多くの
蓄積があるが、舞踊そのものに着目した研究は少ない。 
「阿波おどり」においては、特定の時期の踊りの内容に着目した散発的・断片的な研究の報
告はあるが、本論文のようにその芸態が変容・創造されていく流れを追ったものは皆無である。
加えて、変容の要因を、メディアの発達や国の政策等とからめて考察している点も、従来の舞
踊学にはない視点であり、情報コミュニケーション研究科にて研鑽を積んだ成果が認められる。 
 
６ 論文の評価 
 本論文は、「阿波おどり」が現在のスタイルを確立するに至った過程を、舞踊人類学的手法
により考察している。舞踊動作の分析結果を軸として、観光政策による踊る場の変化、観客の
視点の変化、踊り手と観客の関係性の変化、演じる集団間の競合関係の成立、メディアの発達
等の多様な要因が重層的に絡み合って変容に至ったことを明らかにした点に独創性が認められ
高く評価できる。 
 なお、本論文を構成する各章の内容は、舞踊学および人類学関連の学会にて査読を受け、４
本採択されたことを付記する。 
 
７ 論文の判定 
本学位請求論文は、情報コミュニケーション研究科において必要な研究指導を受けたうえ提
出されたものであり、本学学位規程の手続きに従い、審査委員全員による所定の審査及び最終
試験に合格したので、博士（情報コミュニケーション学）の学位を授与するに値するものと判
定する。 
以 上 
 
